
水俣病センター相思社 完了報告

高木仁三郎市民科学基金 助成研究/研修 完了報告書

提出日：2007年 4月 27日

１．氏名・グループ名及び研究テーマ
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調査研究・研修のテーマ
水俣市の廃棄物最終処分場建設予定地周辺の水環境に関する調

査研究――建設反対のための科学的データの収集と分析

２．調査研究・研修結果の概要

2006年6月1日、排出水を放流する鹿谷川、および下流の湯出川で河川水の採水（参加者7名）を行

い、（株）ニチゴー九州に分析を依頼した。目的は現状で汚染がないことを確認することであったが、

当然ながら、湯出川・鹿谷川とも水質に問題なく、環境基準のＡランクを満たす結果であった。ま

た、カドミウム、シアン、水銀等の重金属や、PCB ・トリクロロエチレン等も基準値を大きく下回

るか、検出されなかった。

7月に久留米大学助教授の河内俊英さんの講演会を行い、久留米での取り組みから市民調査のあ

り方について学んだ。11月に行った地質についての現地学習会では、水俣高校の長峰智先生の案内

で、現地の特徴的な地質の状況を歩きながら学習した。板状節理の発達した安山岩からなる予定地

の台地は、透水性が高く、豊富な地下水をはぐくみ、湧水の恵みをもたらしてくれることが分かっ

た。

研究の成果は機関紙「ごんずい」上で逐次報告したほか、報告書にまとめ、市民に配布した。成果の

一部は分かりやすく漫画にして配布し好評であった。それとともに、2007年2月12日、水俣病センター

相思社にて成果報告会を開催した。 
2月22日より環境影響評価準備書が縦覧となっている。調査を通して得た知識が、地下水・湧

水や排水処理・地質等の項目において、事業者側の調査の不備や矛盾点を見つけ出すことに役立っ

た。3月11日には準備書に関する事業者説明会が開かれ、特に湧水をめぐって事業者側と住民が激しく

対立した。私たちは事業者の調査の不備を追及し、湧水の再調査・ボーリングコア・柱状図の公開と、

説明会の再開催を約束させた。４月９日に湧水調査を行い、５月１３日にやり直しの説明会を開催

することになっている。私たちは、そこでも引き続き事業者の環境影響評価の問題点を厳しく追及

していきたい。

2007年度は、2006年度の成果を踏まえて、詳細な地質踏査を行い、基本的な地層の重なりを把握

し、湧水箇所・断層・崩落危険箇所等の存在を明らかにする予定である。

その他、産廃反対の市民団体・市の産廃対策室などと協力して湧水量調査・交通量・騒音振動調

査を行う予定である。

また、市民からは、産廃ができるとどういうことが起こるのか、もっと平易に分かりやすく伝え

てほしいという要望もあった。市民向けに広く分かりやすい広報活動を、市や各市民団体と協力し

ながら行いたい。
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３．調査研究・研修の経過

・ 2006年6月1日 鹿谷川・湯出川で水質分析のための採水（参加者7名） 
・ 2006年6月16日 （株）ニチゴー九州より分析結果が届く 
・ 2006年7月1日 河内俊英氏講演会「市民による環境調査の考え方と方法～久留米市の処分場反

対運動から学ぶ」を開催（参加者30名） 
・ 2006年8月12.日 熊本県環境センターの講座で水質の機器分析の実習

・ 2006年11月3日 現地地質学習会「ながみね先生と歩く、楽しい地質学講座」（参加者20名） 
・ 2007年2月12日 水俣病センター相思社にて成果報告会を開催（参加者15名）

・ 2007年2月22日 環境影響評価準備書の縦覧開始

・ 2007年3月11日 事業者による環境影響評価準備書説明会開催（事業者が質問に答えられず、５

月に再度説明会を開催することになった）

４．調査研究・研修の成果

・ 水質調査

6月に排出水を放流する鹿谷川、および下流の湯出川で河川水の採水（参加者7名）を行い、

（株）ニチゴー九州に依頼して分析を行った。目的は現状で汚染がないことを確認することであ

ったが、当然ながら、湯出川・鹿谷川とも水質に問題なく、環境基準のＡランクを満たす結

果であった。また、カドミウム、シアン、水銀等の重金属や、PCB ・トリクロロエチレン等

も基準値を大きく下回るか、検出されなかった。

・ 学習活動

７月、久留米大学助教授の河内俊英さんの講演会では久留米での取り組みから、専門家と

市民が協力しての調査のあり方について学んだ。１１月に行った地質についての現地学習会

では、水俣高校の長峰智先生の案内で、現地の特徴的な地質の状況を歩きながら学習した。

板状節理の発達した安山岩からなる予定地の台地は、透水性が高く、豊富な地下水をはぐく

み、湧水の恵みをもたらしてくれることが分かった。普段気にも止めずにいた地形が、実は

地質学的には貴重なものであることも分かった。

・ 報告会の開催

研究の成果は機関紙「ごんずい」上で逐次報告したほか、報告書にまとめ、市民に配布した。

成果の一部は分かりやすく漫画にして配布し好評であった。それとともに、2007年2月12日、水

俣病センター相思社にて成果報告会を開催した。水俣の命と水を守る会、水俣に産廃はいらな

い！みんなの会など市民団体の事務局、みなまた茶組合の生産者、水俣市産廃対策課、マスコミ

など２０人が参加した。参加人数は少なかったものの、今までそれぞれの方面で運動に関わって

きた主要なメンバーが集まり、ざっくばらんに意見を交換した。

・ 環境影響評価準備書をめぐっての闘い

2月22日より環境影響評価準備書が縦覧となっている。調査を通して得た知識が、地下水・

湧水や排水処理・地質等の項目において、事業者側の調査の不備や矛盾点を見つけ出すこと

に役立った。

3月11日、環境影響評価準備書に関する事業者説明会が開かれた。この説明会では特に、湧水

が争点となった。事業者側は準備書の中で、恣意的でずさんな調査をもとに、豊富な湧水の

存在を頑なに否定した。私たちは、事業者の調査の不備を追及し、湧水の再調査・ボーリン

グコア・柱状図の公開と、説明会の再開催を約束させた。

５．対外的な発表実績

2006年5月11日 「水俣の命と水を守る市民の会」の代表、熊本県庁を訪れ、住民が十分に発言でき

る説明会を開催するよう事業者を指導することや、県による建設予定地一帯の住民聞き取り調査実

施などを求める

2006年6月27日 「産廃阻止！水俣市民会議」の代表が上京。ＩＷＤ東京支社、東亜道路工業に建設
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計画の白紙撤回を、環境省、県選出議員に計画への積極的関与を要求

2006年8月30日 水俣の命と水を守る市民の会の代表、熊本県庁を訪れ計画中止を求める要望書を

潮谷知事あてに提出

2006年9月27日 「産廃阻止！水俣市民会議」の代表が上京。

環境省･県選出国会議員に、計画撤回に向けた積極的な関与を要望。

(株)ＩＷＤ東京支社、東亜道路工業を訪れ、計画の白紙撤回を要求

2007年1月 水質調査に関して西日本新聞の取材を受ける(2007日付朝刊掲載）

2007年2月12日 高木基金助成事業成果報告会を相思社で開催

2007年2月21日 環境影響評価準備書の縦覧が始まる

2007年3月11日 環境影響評価準備書についての事業者説明会開催。現地住民･下田保冨さんと相思

社･遠藤邦夫が水環境について質問。回答に窮した事業者は再度調査して説明会を開くことを約束

2007年3月12日 水俣市産廃対策室と市民有志、熊本県廃棄物政策課と環境政策課（アセス担当）

の担当者と面会。縦覧期間の延長と、次回説明会への立ち会い、事業者に対して準備書を精査しき

ちんと説明するように指導するよう求める。その後、準備書縦覧期間は5月25日まで延長、説明会

は5月13日に開催と決定

６．今後の展望

・ 環境影響評価準備書への対応への対応

３月１１日に行われた環境影響評価準備書の事業者説明会で、住民の厳しい追求の結果、

調査やり直しと説明会の再度開催を約束した。４月９日に湧水調査を行い、５月１３日にや

り直しの説明会を開催することになっている。私たちは、そこでも引き続き事業者の環境影

響評価の問題点を厳しく追及していきたい。

・ 広報活動

産廃問題については、機関紙の「ごんずい」で重点的に取り上げているが、産廃ができる

とどういうことが起こるのか、もっと平易に分かりやすく伝えてほしいという要望もあった。

市民向けに広く分かりやすい広報活動を、市や各市民団体と協力しながら行いたい。

・ 調査の継続

2007年度は、2006年度の成果を踏まえて、詳細な地質踏査を行い、基本的な地層の重なり

を把握し、湧水箇所・断層・崩落危険箇所等の存在を明らかにする予定である。産廃処分場

をめぐる最大の争点は湧水と地質である。事業者は、予定地周辺に豊富な湧水があることを

頑なに否定している。ボーリング調査の結果から、溶岩は風化しており透水性が低いとして

いるが、地質調査の手法には問題がある。処分場予定地内には断層が走っており、それが活

断層である可能性があり、他の活断層が存在する可能性もある。風化の度合いによって施設

が不等沈下する可能性も大きくなる。そのような危険性を、科学的に裏付けたい。

その他、産廃反対の市民団体・市の産廃対策室などと協力して湧水量調査・交通量・騒音

振動調査を行う予定である。

高木基金へのご意見

昨年度初めて助成をいただきましたが、経済面だけでなく、市民科学という考え方から学んだこ

とは計り知れず、大変ありがたく存じております。今年１年の調査活動、そして事業者や県行政と

の闘いを通じて、住民の生活の言葉を科学の言葉に翻訳し、事業者や行政との闘いの手段に変えて

いくことが、市民としての私たち一つの役割であろうと思い至りました。このような市民運動を支

えていただく助成金は他になく、市民の光として末永く活動を続けていただきたいと願っておりま

す。


